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   The following tables show statistical observations on the out-patients in our urological 

clinic from 1955 to 1962. 

   During the eight years, the total number of out-patients were 12,648, and these were 

classified by the urological diseases. 

   There was seen the tendency of increase on urolithiasis, male sterility, diseases of 

internal glands and urogenital tumors. On the contrary, there was seen the tendency of 

decrease on urogenital tuberculosis and venereal diseases.

1緒 言

1955年(昭 和30年)岡 大皮膚科泌尿器科教室

鷺大村が就任 して以来満8年 間を 経 過 し た。

ユ955年後 と云えぽ,第 二次世界大戦後の混乱期

署も漸 く過ぎ,そ の後の医学全般の進歩は目を見

張るものがあり泌尿器科領域においても同様で

ある.

当教室でも1961年(昭 和36年)に は皮膚科,

泌尿器科教室 の分離,又 中央手術部制度の確立

等,革 新著 しいものがあり,そ の間外来新患者

総数 も漸次増加し,泌 尿器科領域に対する疾患

も一般に次第に認識 され始めたことは誠に喜 こ

ば しい しかし我々の行手には,尚 未解決の難

題が多数横わつているのが現状であり,こ うし

た期において今後の尚一層の飛躍の為の礎えと

して,過 去8年 間を振 り返 り泌尿器科領域の疾

患全般に亘 り臨床的観察を試みて見るのも,あ

ながち無駄な事ではないと思う。
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H年 度別推移 表1外 来患者年度別推移

1955年(昭 和30年)よ り,1962年(昭 和37年)迄 の

満8年 間に岡大泌尿器科外来を訪れた新患者 総 数 は

12,648名(男 子9,054,女 子3,594名)で,男 女比は2.5

:1で あつた.こ れを年度別に見ると,表1の 如 く総

数は次第に増加してお り,そ の男女比は縮少傾向が見

られる。

次に主要疾患の年度別推移を見ると,表2の 如 くで

各年度別患者実数 とその外来患者比を示したものであ

る.尚 性器結核,前 立腺腫瘍,不 妊症は外来男子患者

総数に対する百分率を示した.そ の外来患者比にて最

近漸次増加傾向にある疾患は尿路結石,不 妊症,内 分

泌疾患,尿 路性器腫瘍で,逆 に減少傾向にある疾患は

尿路性器結核,淋 疾である.

詮 ＼
1955

1956

1957

1958

1959

1960

!961

1962

外 来 患者 総数

男 女 計

1,201

1,152

1,097

1,067

1,019

1,107

1,170

1,241

計 9,054

449

401

346

393

405

473

551

576

3,594

1,650

1,553

1,443

1,460

1,424

1,580

1,721

互,8互7

12,648

男=女

2,7=1

2.9=1

3.1:1

2.7;1

2,5:1

2.3:1

2.1=1

2.1=1

2.5:1

表2外 来患者主要疾患の対外来患者比(年 度別推移)

讃
1955

1956

1957

1958

1959

1960

19bl

1962

尿路結核

107
(6.5%)

72
(4.6%)

88
(6.1%)

74
(5.1%)

77
(5.4%)

81
(5.1%)

95

(5,5%)

82
(4.5%)

騰 核騨 膀胱炎 淋疾 腎麟 鷹1灘 内 分 不妊症
泌疾患

69
(5.7%)

37
(3.2%)

61
(5.6%)

37
(3.5%)

29
(2,8%)

22
(1,1%)

13
(1,1%)

27
(2,2%)

14125718111451031515

(8.5%)(15.5%)(10,9%)(0。67%)(2.7%)(8.5%)(0.9%)(1.2%)

1122531326491051120

(7.2タ6)(16.3タ6)(8.4%)(O.39%)(3.2%)(9.1タ6)(0.7%)(1.7タ6)

11321973539841319

(7.8%)(15.2%)(5.1%)(0.35%)(2。7%)(7.7%)(O.9%)(1.7%)

16622647541772034
(1L3%)(15.5%)(3.2%)(0.34%)(2.8%)(7.2%)(1.4%)(3.2%)

13422736460662532
(9.4%)(15.9%)(2.5%)(0.29%)(4.2%)(6.5%)(1.8%)(3.1%)

12523761962791946

(7.9%)(15.O%)(3.9%)(0.57%)(3.9タ 多)(7.1%)(1.2%)(4、2%)

166249401280812256
(9.6%)(14.5%)(2.3%)(0.69%)(4.6%)(6.9%)(1.3%)(5.1%)

2072143817771113064
(1i.4%)(IL8%)(2,1%)(0.94%)(4.2%)(8.9%)(1.7%)(5.1%)

1、,612951,164計

(…%)1…%・ 、(嘲 … 吻

i,882 608
(

69
4.8%)(0.55%)(

453

3・6%)1(

706
7.7%)(

155
1.2%)(

286
3.2%)

表3外 来患者の年令構成(男 女別)

9才 以'下10→19才20-》29才30→39才40→49才50→59才60→69才70才 以 上 計

男

女

4917572,5521,8721,008978884512
(5.4%)(8.4%)(28.1%)(20.7%)(11.1%)(10.8%)(9.8%)(5.7%)

17627596079357649227151
(4.9%)(7.7%)(26.7%)(22.1%)(!6.O%)(13.7%)(7.5%)(L4%)

9,054

3,594

計
667
(5.3%)

1,032

(8.2%)

3,512

(27。7%)

2,665
(21.1%)

i,584
(12.5%)

1,470
(1L6%)

1,155
(9.1%)

563
(4.5%)

12,648.
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皿 年 令 構 成

磐来新患者総数12,649名 の男女溺年令購成は蓑3に

示す如くで,男 女共20才 代が最も多く,次 いで30才

代,40才 代,50才 代,60才 代 と減少 しており,男 子で

嫁§才以筆が全体の5.4%と 最 も少な く,女 子では79

才以上h:1.4%と 最 も少ない絃果を得た.

王V尿 路牲器結核症

尿路性器結核患春については表4,嚢5の 如くで,

表 εはその合併症を示したものである.表4の676,

及び表5の295の 合計971例 は尿路性器結核の患看実数

で,2ツ 以上の診断名が付 く時は主になるもの!ツ を
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取 り,蓑6の 主疾患の欄の順に優先した.例 えば,左

腎結核,膀 胱結核,副 睾丸凝i核の診懸を縁た症例は後

2者 を含併症欄に加えて尿路性器結核患者実数971名

の内の1名 に加えた.従 つて患者実数は971名 であ り,

疾患数は合併症920例 を加え1,891例 となる.尚 腎結核

とあるのは膀胱結核その他の合併を認め,菌 を証明し

得ても,患 者が検査を中断 した り,そ の他の原閣で患

儲を決定出来なかつた症例である.

V尿 路結石症

尿路結石患者は表7に 示す如 く,ユ,164名 で,そ の

内結石が2ケ 所以上に存在する者が88例 あり,疾 患総

表4尿 路 結 核

＼ ＼ 年 度
＼

難名 ＼

左 腎 結 核

右 腎 紬 核

両 側 腎 結 核

腎 結 核 術 後 単 腎

残 腎 結 核

腎結核及び腎結核疑い

計

195511956

i

男 女 隅 女

195・1

男 刻

1958「1959

i

男 女 撰 女

圭2圭4

26

1210

22

74

11

i14

15

20

2

2110

31

6542

10'1

圭茎4』 圭34

15

93
}2

13

4

io9

19

202

22

17

125

!7

i84

22

54

9

73152

10

i45

19

10

}

159

24

7

圭G9

19

75

!2

5121
72

6226

88

55

lo

992i6
18

21

3

27

96154
915;

4826

74

4829
77

196・IN・6! 1962 計

W女i男 女1窮 女
.男 女

i
5611圭&88

11

106

16

14

1312

25

47i34

11

isi8

33

10

主

54

9

7

283

31

22

些

lo4

14

4041

81

6728
95

16

83

ll

65
11

234

27

22

婆

76

13

5428
82

8852

140

7648

圭24

3833

71

i3158

189

105

茎5

9245

137

435241
676

表5性 器 結 核

＼

疾患名

凌

＼
左 副 睾 丸 結 核

右 副 峯 丸 結 核

両 側 副 睾 丸 結 核

前 立 腺 紬 核

精 嚢 腺 継 核

精 管 結 嫉

陰 茎 結 核 疹

訓

ig55

16

玉8

8

20

5

至

1

69

ig56

7

il

=7

1圭

1

37

圭957ド958 1959196(〉

19 1・1 8 5

196i ig62

18

5

14

4

8

3

12

2

圭

9

・1

7

2

荏

5

3

3

6

4

1

2

9

4

3

6

3

計

1

61

1

37

1 2 2

80

76

29

77

29

20

5

8

22 13 27 295
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表6泌 尿生殖器結核とその合併症
.

合併症

主疾患

膀胱結核 萎縮膀胱

丸結核丸結核
講 講 魏 総 鱗 精

核
結 核

管
結 核
陰 茎
結核疹
尿 道
狭 窄

1

合併症
一一

計男1女 男 女
Il 【 i 「 1

左 腎 結 核

右 腎 結 核

両 側 腎 結 核

腎結核術後単腎

残 腎 結 核

腎結核 と疑い

左副睾丸結核

右副睾丸結核

両側副睾丸結核

前 立 腺 結 核

精 嚢 腺 結 核

精 管 結 核

陰 茎 結 核 疹

計

14076

12465

7131

18931

15 5

13755

80

76

29

η

20

5

8

971263

36

31

26

18

3

22

2

1

2

1

0

0

2

1

3

3

4

5

2

/

6

3

5

3

1

5

/

544 8

64510

820 6

35613

2

23112

5

3

5

5

6

321218

23

/15

823

4

/29

/

1

61

2

1

/

/

185

167

109

136

11

1136

62

55

26

132

1

136 『317232426810274 22920

表7尿 路 結 石 症

＼ 年度＼
、、
、、
、＼

疾患名 ＼ 一

1955 1956 1957 1958 1959 1960 1961 1962 計

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
1

男 女 男 女 男 女 男 女

腎 結
451032935135615431334145022石

55414871564872

6829363125

97488

尿 管 結 石253914294213414986'S417445395565iO6179'855SS331371,122

膀 胱 結 石4'54731343182。224262343,32323020233333S512385525

尿 道 結 石
21301i1011

3 3 2 1 2

1Q30123

1 3 15

計
11932952595241483412226112241324315967982275

1511201191821481361752261,257

11229患 老 実 数

141

「91
1221811324'3166321113422i'Ol252`'216642

1

14562908256

2071,164

.ヒ 部 尿 蹄 磯 ・・548632548430598930517S27496213
6032

92

60275532442223

8787665

数は1,257例 となつた,尚 最近注 回すべき点として上

部尿石症の著明な増加傾向が見られる,

VI腎,尿 管,膀 胱及 び尿道疾患

腎及び尿管疾愚は 表8及 び 表9に 各々示したが多

少の増加はあるが,特 に著明な変動はない.唯 遊走腎

及び腎下垂症例の増加傾向が見られる程度である,尚
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表8腎 疾 患

301

年 度

疾患名

1955 1956 1957i19581959 1960 1961 1962 計

男 女 男 女 男 女1男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
1 「 1 II 1

腎無形成及び発育不全腎

嚢 胞 腎

孤 立 性 腎 嚢 腫

馬 蹄 鉄 腎

遊走腎及 び 腎 下 垂

骨 盤 腎

重 複 腎 孟 尿 管

腎 回 転 異 常

水 腎 症

膿 腎 症

腎 周 囲 炎

腎 炎

腎孟及 び 腎 孟 腎 炎

ネ フ ロ ー ゼ

腎 実 質 腫 瘍

腎 孟 腫 瘍

腎 杯 憩 室

腎 石 灰 化 症

萎 縮 腎

腎 出 血

腎破裂及 び 腎 損 傷

腎 水 瘤

33

6

10

1

518
23

54

9

146

20

54

9

10

1

116

17

16

7

01

1

56

11

i66

22

10

1

10

1

11

2

11

2

20

2

714

21

10

1

33

6

414

18

26

8

39
12

59

14

42

6

01

1

73
10

10

1

32

5

11

2

11

2

711

18

53

8

75

12

26

8

31

4

35
8

10

1

32

5

1O

l

126

18

01

1

1213

34

33156341

6695

0120

12

22310333

4436

1616204229333233

32626265

101010

111

334771038

6111711

01011022

1114

7988121379

16162516

33334372

6679

101010

111

86935135

141268

343413210

774王2

100111

112

22406282

448王0

101020

1互2

99137135

182018

10

1

1257

312

412519

544

0245

29

1213互2

325

3743153210

80363

40

4

733741

1078

0135

18

7136677

2Q143

453032

962

40

舎

975138

1689

8152656

2382

1043

17

1034219

1361

4080

48

10

1

01

1

0101

11

9321310042

1224142

301051

316

10

1

11 1

計
68604163

128104

5044

94

6059
119

7181

152

88798982115101582569

正671712161,i51
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表9尿 管 疾 患

年 度

疾患名 ＼

1955 1956 1957 1958 1959 1960 1961 1962

1

計

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
「 1 II ll

0尿 管 腫 瘍
1

3尿管 屈 曲 及 び 狭 窄
4

尿 管 痙 攣

O尿 管 性 尿 失 禁

O尿 管 膣 痩

尿 管 瘤

後 大 静 脈 尿 管

尿 管 周 囲 炎

水 尿 管 症352

100

11

221

42

0302

32

10

1

02020
122

11232

235

1021

13

01

1

010105

115

1010

0111011132

2 2

11

2

22

4

03

3

04

4

01

1

1

2

2

53

119夏

210

241216

628

1164

210

0207

27

06023

623

0112

13

0101

11

0132

15

221112

423

計
,,5634,',1,、 、。11514

121176ig2119

6194268

25110

表10膀 胱疾患(其 の1)
1

年 度＼
＼ 「一

、r

疾患名 ＼ 男 女

1955 1956 1957 1958 1959 互960 1961 1962 計

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

急 性 膀 胱 炎

亜 急 性 膀 胱 炎

慢 性 膀 胱 炎

嚢 胞 性 膀 胱 炎

出 血 性 膀 胱 炎

膀胱三角部異常及び膀胱
三角部炎

間 質 性 膀 胱 炎

潰 瘍 性 膀 胱 炎

結 節 性 膀 胱 炎

尿 道 膀 胱 炎

38793871286638472868276119561851

117109948596887569

203621014220631606

29125461916

1

19242322162319401・33145・1272i1459
43453959436482

28293761601524315

1011102215618

15615810101561015117il7

21232021251818

3917321919161813241628221315
56513531405028

100110

111

Ol

l

244022

644

10

1

o1

五

〇315

36

234499

733

1350

63

12732

73450

3102184

13105

10129771

22168

1210185且28

22313

0122

14

01i1

12

11

2

15】Ol9

629
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膀 胱 周 囲 炎
01

1

23
5

ll

2

03

3
Ol
l

10

1

303

計
118139

257

117136

253

82137

219

99127

226

74153

227

82155

237

49

13

6318615915516941,188

2492141'・882

表11膀 胱疾患(其 の2)

＼
＼ 、

囎名 ＼

膀 胱 腫 瘍

膀 胱 腫 瘍 疑 い

膀 胱 白 板 症

膀 胱 憩 室

膀 胱 痩

膀 胱 膣 痩

膀 胱 直 腸 痩

萎 縮 膀 胱

膀 胱 異 物

19551956195719581959

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

31143910291027144119

45

21

3

49

Ol
1

39 41 60

404012
些 4 3

10

1

3211413422

5 2 5

101001

7 4

20

1960

男 女

膀 胱 頸 部 狭 窄

膀胱 括約 筋 硬 化 症

神 経 因 性 膀 胱

膀 胱 脱

尿 膜 管 疾 患

1 1 1 2

0203020105

2 3 2

220101

4 1 1

1

Ol

l

02422114

2 6 3 5

5

11

2

lO220

1 手

303020508

3 3 2 5

956366996

14

Ql

1

9 12 18

42

6E

li

ll

。1

8

12

18

01

1

20

21

5

10

4022
62

04

4

91

10

11

2

03

3

11

2

10

1

11

2

22

4

11

2

1112

23

1961

男 女

1962 計

男 女 男 女

膀胱炎の既往 と疑 い

そ の 他

231321225

5 4 3

10

王

4

55

8025

2,1
4

01

1

70

7

5027312141

77453

011310

123

12

3

323213

5

11

2

0103

1

10

1

3

11

2

4554

9 9

1213

3 4

2341
5 5

5151222
20

20

2

34

02

2

4220110

6 2 11

0!Ol20

1 1 2

45

63

9

020

20

57

12

21

3

2121
42

710

17

285

33

6484

148

04
4

40

4

1926

45

32

5

F 1

計
5332

85

5524
79

5123

74

5337

90

7349

122

7151

i22

8155

136

807ア

157

517348

865

水腎症及び水尿管症,又 膿腎症は尿路結石により二次

的に起つた症例は除外 した,

膀 胱疾患は表10及 び表11に 示す如 くで,表10は 非結

核性の膀胱炎を 示したが,急 性膀胱炎が 減少し,慢

性膀胱炎が増加傾向にある.こ れは最近の化学療法の

発達と共に,我 々専門医を訪ねる前に或る程 度治 療
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し,難 治の膀胱炎の治療が我々の役 目とな りつ つ あ

り,か かる傾向は日常我々を悩ます点である.表11で

は膀胱腫瘍 と神経因性膀胱の増加が認められる以外著

明な変動はない,神 経因性膀胱は中枢性から末梢性の

ものまで含めたもので,最 近の子宮癌による子宮全捌

出術後の後遺症患者の増加等と関連し注 目に値する疾

患である.膀 胱頸部狭窄症例は先の水腎,水 尿管症を

合併しているのは当然である.尚 その他の中には1957

年膀胱破裂,1960年 膀胱骨腫,1961年 膀胱皮様嚢腫,

1962年 には膀胱外反症,重 複膀胱の各1例 を認めた.

尿道疾患は表ユ2に示めす如 くで,多 少の増減はあっ

ても著明な変動はない.そ の他の中には重複 尿道が

1955年 と1959年 に2例,1961年 には重複尿道が1955年

と1959年 に2例,196ユ 年にReiter氏 尿道炎1例,そ

の他は外尿道口嚢腫3例 である.

冊 性 器 疾 患

前立腺疾患は総数1,234例 で特に増減はない.前 立

表12尿 道 疾 患

＼
＼ 、、

度1955195619571958195919601961 1962計

疾患名

、＼

＼ 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

尿 道 上 裂

尿 道 下 裂

尿 道 脱

尿 道 破裂 及び 外 傷

10

1

10

互

10

1

1306080150110221221181

13 6 8 15 11 23

010201010101
1 2 1 1 1 1

23 19

30

3

1153

118

0209

2 9

2140201040302031212

3 4 2 1 4 3 2

尿 道 狭 窄202222629331321202。0242402526127314

尿 道 痩

尿 道 周 囲 膿 瘍

単 純 性 尿 道 炎

尿 道 周 囲 炎

尿 道 出 血

尿 道 異 物

尿 道 腫 瘍

尿 道 ポ リ ー プ

尿 道 カ ル ン ケ ル

尿 道 憩 室

そ の 他

4 23

30420315

34218

4030401020105040240

4

20

2

3 4 1 2 1 5 4 24

311010101021112
4 1 1 1

483462842881474701

51 48 86 89 51 71

1 3 13

56258349718

5861515

5150515020201010262

6565221128

100110

1 1

10

1

1

11
2

20

2
20

2

32

5

50

5

0301120206131215424

3132643628

Ol

1

021512210

2

029022037029020025

292237

2010

21

10

1

29

6 3

030022
20253022

12

0214

214

10101040

1 1

ユ010iOlO

ll11

1 4

70
7

剤 ・

1

9740

137
923i

董23

14145

186

一

13234

166

.一 『T

9631

127

一

12734

161

12144

165
11941

160

925300

1,225

一
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表13前 立 腺 疾 患

305

＼ ＼

疾患名 ＼＼

前 立 腺 肥 大 症

前立腺肥 大 症 疑 い

前 立 腺 癌

前 立 腺 癌 疑 い

急 性 前 立 腺 炎

慢 性 前 立 腺 炎

前 立 腺 膿 瘍

前 立 腺 症

前 立 腺 萎 縮

前 立 腺 液 漏

前 立 腺 結 石

計

19551956

86

2

17

3

4

5

2

20

3

142

88

6

17

3

4

13

2

7

13

3

156

1957

68

3

16

1

12

30

4

6

11

2

153

1958

57

6

20

4

8

25

3

16

7

2

148

1959

56

6

10

2

18

20

2

11

4

5

19601961

72

3

7

1

18

28

7

3

1

8

68

2

13

1

i6

38

5

8

2

9

134148162

19621計

98

7

13

2

14

26

1

17

1

1

11

191

593

35

113

17

94

185

17

74

61

2

43

1,234

表14男 子 淋 疾

＼ 度
疾患名 ＼ ＼

急 性 淋 疾

慢 性 淋 疾

淋 菌 後 尿 道 炎

尿 道 狭 窄

前 立 腺 炎

副 睾 丸 炎

精 嚢 腺 炎

淋 菌 検 査

計

1955

18

46

50

5

22

21

2

7

171

1956

24

35

33

7

9

14

1

4

127

1957

14

11

21

5

4

3

9

67

19581959

5

3

14

11

3

2

6

44

4

4

12

5

1

8

34

1960

8

4

20

14

1

1

10

58

19611肥

25

1

209

1010

計

7

39

10

35

80

104

179

67

40

41

3

6!

575

表15女 子 淋 疾試
急 性 淋 疾

膣 炎

子 宮 頸 管 炎

淋 菌 検 査

計

1955

2

3

2

3

10

1956

1

1

2

1

5

1957

1

2

1

2

6

1958

1

2

3

1959

1

1

1960

213

196i 1962 計

1

16

8

7

212

1 3 33
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腺肥大症は直腸診,尿 道膀胱レ線撮影又は膀胱鏡検査

等で明らかに腺腫を認めたものであ り,そ の疑い濃厚

でも肥大症と確定し得なかつたものを一括疑いの欄に

言弓した.前 立腺症は肥大症 と同様の排尿困難の症状を

持ち乍 ら,上 記の検査で前立腺に異常所見を認めない

ものであ り,大 部分は中棚がこれに入る.睾 丸,副 睾

丸 精索・精嚢腺・陰茎・陰嚢等の疾患は表16に示す

如くで停留睾丸の増加が見られ,又 無精子症,減 精子

症等不妊関係の疾患も同様著増 しており,こ うした疾

患に対する予後が非常に悪い点,今 後に課せられた問

題と思 う.そ の他の疾患には著明な変動はない,

表16睾 丸,副 睾丸,精 索,精 嚢腺,陰 茎,陰 嚢及びその他の疾患ド
停 留 睾 丸

萎 縮 睾 丸

無 精 子 症

減 精 子 症

男 子 不 妊 症

睾 丸 腫 瘍

睾 丸 腫 瘍 疑

睾 丸 過 敏 症

睾 丸 捻 転 症

睾 丸及 び 副 睾 丸 垂

陰

精

精

精

交

嚢

索

索 静

液

通 性

水

水

脈

水

瘤

瘤

瘤

瘤

瘤

単 純 性 副 聖 丸 炎

単 純 性 精 索 炎

単 純 性 精 嚢 腺 炎

睾丸炎(急 性,慢 性)

副 睾 丸 嚢 腫

精嚢腺嚢腫及び腫瘍

精 索 腫 瘍

精 嚢 腺 結 石

精 褒 腺 萎 縮

射 精 管 異 常 開 口

包 茎

亀 頭 包 皮 炎

形 成 性 陰 茎 硬 直

陰 茎 癌

1955

8

12

6

6

3

2

1

15

6

9

3

35

1

4

3

1

1

95

17

2

5

1956

8

17

16

2

2

1

17

7

4

4

48

2

1

2

2

90

10

1

4

1957

7

24

11

2

6

3

15

8

8

3

32

3

1

2

1

102

18

4

1958

9

21

22

3

9

5

23

4

3

27

2

5

2

1

67

IO

5

6

1959

15

17

20

3

9

7

2

24

2

2

2

24

2

4

2

1

1

49

12

7

5

1960 1961

16

17

36

8

2

4

1

28

3

5

2

44

3

8

1

1

2

51

10

6

2

22

17

42

11

3

7

2

1

1

20

2

3

3

34

4

6

1

1

60

6

3

6

ig62

28

19

46

11

7

10

1

1

22

7

7

2

1

45

3

2

1

1

3

1

1

1

66

7

2

7

計

113

144

199

46

41

39

5

1

1

3

164

39

41

20

1

289

20

31

i4

2

9

2

2

3

1

580

90

30

36
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陰 茎 外 傷

持 続 性 勃 起 症

陰 茎 廉 欄

尖圭 コ ソ ヂ ロ ー ム

陰 茎 異 物

陰 茎 血 管 腫

陰茎部血栓性静脈炎

陰 嚢 内 膿 瘍

包 皮 内 結 石

性 的 神 経 衰 弱

陰

早

精 液

萎

漏

漏

血 精 液 症

精 子 侵 襲 症

精 管 結 紮 依 頼

精 管 再 吻 合 依 頼

陰 嚢 内 血 腫

陰 嚢 血 瘤

2

6

1

1

5

14

2

1

17

3

2

10

1

1

15

8

4

1

33

1

1

4

6

1

12

7

2

1

1

17

1

2

9

2

14

5

2

2

4

14

1

1

1

1

1

1

1

14

4

1

3

18

1

2

12

2

2

1

1

10

2

2

4

1

2

1

2

19

5

2

2

1

14

i

1

4

3

2

2

1

2

13

13

3

3

8

3

4

1

307

計 287 313 304 282 254 283 312 364

7

9

14

38

1

1

1

9

2

104

57

18

3

16

1

131

8

10

2

2,398

皿 淋 疾

表14,表15に 示す如 くで,1955年 対外来患者比が

10.9%で あつたものが,1962年 には2.1%に まで減少

している.前 立腺,副 睾丸,精 嚢腺の炎症は急性及び

慢性淋疾の合併症である.

D(女 子外陰部疾患

表17に 女子外陰部疾患を示 した.

X内 分泌疾患

内分泌疾患は表18に 示す如 くである.泌 尿器科領域

におけるこの分野は最近注 目に値す る点もあるが,尚

今後の内分泌学全体の進歩と共に大きく変つて行 くこ

とであろう.

XIそ の他の疾患

その他の疾患として,表19に 示 したが特記すべき事

項はないが,泌 尿器科的正常は別として夜尿症は可成

りの数を占めてお り,尚 又尿失禁も夜尿症と共に難治

なものが多 く,日 常特に我々を悩ます疾患である.塩

表17女 子外陰部疾患その他凝
外 陰 部 癌

外 陰 部 外 傷

婦 人 科 的 疾 患

計

1955

13

13

1956

1

12

1957

1

1

12

13114

1958

3

15

18

1959

1

14

15

1960

1

1

9

11

1961

16

16

1962

1

1

16

18

計

8

3

107

118
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表18内 分 泌 疾 患

＼.年 度肋、
～、＼

、 一

疾憲名 ＼

1955 1956 1957

'

1958 1959 1960 1961 1962

1

計

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
1

一

褐 色 細 胞 腫

クノシソグ氏症候群

副 腎 性 器 症 候 群

副腎腫瘍疑い及び高血圧
検診

半 陰 陽

性 器 発 育 不 全

クラインフエルター氏症
候群

性 器萎 縮 性 肥 伴 症

母 春 期 早 発 症

脳 下 垂 体 性 株 儒

Ol

1

22322

455

1102

22

70407
747

10

正

3

0

10

1

0

0

44

8

10

1

90

9

0201

21

01

1

5664
1110

10060

106

10

1

01
1

01

1

04

4

020205

225

010205

125

94793834

131672

三235

38

5060540

5654

10

1

101040

1王4

01

!

01

1

計
11474103146169127157151510055

1511132025192230155

表19そ の 他 の 疾 患

詳
神 経 因 性 頻 尿

夜 尿 症

尿 失 禁

乳魔 尿血 性 乳 魔 尿

塩 類 尿

線維素尿 血線維素尿

無 尿 症 尿 毒 症

尿 崩 症

フ ィラ リヤ 症 疑 い

1955

男 女

149

23

289

37

107
17

51

6

O

Q

1956

男 女

97

16

1915

34

14
5

10

1

92

1,1

01

1

1957

男 女

99

18

2016

36

49
13

21

3

41

5

01

1

1958

男 女

165

21

28正3

41

24

6

11

2

31

4

02

2

22

4

1959

男 女

109

19

157

22

53

8

20

2

42

6

10
1

21

3

1960

男 女

92

11

156

21

28

10

11

2

153

18

11

2

22

4

11
2

1961

男 女

123

15

177

24

112

13

10

1

82

10

34

7

1962

男 女

計

男 女

215

26

三5正5

30

310

13

21

3

100

10

02

2

42

6

11

2

10049

149

15788

245

2857

85

104

14

5812

70

25

7

14ユ3

27

10

1

22

4
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潜 伏 梅 毒

軟 性 下 癌

梅 毒 検 診
(ワッセルマン反応依頼)

尿 浸 潤

鼠 径 ヘ ル ニ ャ

仙 骨 前 嚢 腫

外 陰 部 ヘ ル ペ ス

後 腹 膜 腔 腫 瘍 疑(腎腫 瘍 疑
い)

膀胱後腔腫瘍 の疑い

皮 膚 科 的 疾 患

他 科 的 疾 患

泌 尿 器 科 的 正 常

計

20
2

11
2

10
1

30

3

50

5

43

7

62

8

92

i1

11253

165

20287

289

30

3

10

1

20
2

10

1

20

2

20

2

62

8

10

1

32

5

82

10

12045

165

18880

268

60

6

40

4

10

1

30

3

42i20
612

10
1

20

2

63

9

43

7

63

9

8722

109

15970

229

50

5

20

2

41

5

23
5

52

7

8537

122

16171

232

50

5

20

2

40

4

40

4

40

4

103

13

01

1

51
6

74

11

7040

110

15071

221

32

5

lO

1

30

3

51

6

10

1

10
1

35

8

10

1

21

3

50

5

12344

167

19477

271

14

5

10

1

41

5

50

5

!0

1

11

2

78

15

30

3

40

4

62

8

10966

175

184110
294

44

8

81

9

70

7

11

2

54
9

11

2

22
4

61

7

9846

144

2510

35

131

14

284

32

10

1

321

33

20

2

正82

20

4529
74

62

8

2814

42

5216

68

804353

1,157

188961,,426662
2842,088

類尿は初診時尿凋濁等を主訴に来院 し得た 診 断 で あ

る.他 科的疾患及び前記の婦人科的疾患は泌尿器科的

疾患と多少共関連のあるもので,例 えば神経因性膀胱

と脊髄腫瘍,又 尿道外傷と骨盤骨折,尿 道炎 と膣炎等

の後者がそれである.し かし子宮癌,直 腸癌等で検診

に来科,自 覚的及び他覚的に異常なき時はこれを泌尿

器科的正常とし,他 科的疾患より除外した.

但 しかかる分類にも尚難しい点が多 く,今 後更に検

討を要する点であると思 う.

X旺 総 括

1955年 より1962年 までの岡山大学泌尿器科教

室における外来患者の統計的観察を行つた.以

上過去8年 間を振 り返 り全般に著 明な変動はな

いに して も,や は り1955年 と1962年 を 比較す る

時可成 りの差を認めてお り,今 後 も少 しずつ変

遷 して行 くことで あろ う
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